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自
主
防
災
組
織
の
組
織
率

は
、
災
害
前
に
７
％
だ
っ
た

が
、
組
織
化
を
啓
発
し
現
在

１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

組
織
の
育
成
に
あ
た
っ
て

は
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
実

施
、
リ
ー
ダ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
配
付
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
活
動
計
画
書
と
活
動

報
告
書
を
毎
年
作
成
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
。

－

提
　
言

－

⑴　

自
主
防
災
組
織
の
育
成

に
あ
た
っ
て
は
、
リ
ー
ダ
ー

研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
す

べ
て
の
組
織
で
実
施
計
画
及

び
報
告
書
の
作
成
が
な
さ
れ

る
よ
う
指
導
し
、
ま
た
災
害

弱
者
へ
の
対
応
を
含
め
地
域

の
実
情
に
沿
っ
た
体
制
及
び

活
動
と
な
る
よ
う
進
め
る
こ

と
。

⑵　

自
主
防
災
組
織
の
訓
練

に
係
る
経
費
へ
の
支
援
を
検

討
す
る
な
ど
、
定
期
的
な
訓

練
の
定
着
を
促
す
た
め
の
施

策
を
講
じ
る
こ
と
。

⑶　

災
害
時
に
お
い
て
は
、

正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
の
伝

達
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
す
べ
て
の
市
民
に
災
害

情
報
が
伝
達
さ
れ
る
よ
う
体

制
を
整
え
る
こ
と
。

　

常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
議
会
閉
会
中
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
防
災
の
現
状
と
課
題
及
び
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
学
校
の
現
状
と
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

農
業
経
営
の
実
態
と
今
後
の
方
策
に
つ
い
て
調
査
し
、
当
局
に
提
言
を
し
ま
し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
防

災
の
現
状
と
課
題
及
び
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
、
福
岡
県

八
女
市
と
熊
本
県
水
俣
市
で

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

八
女
市
は
、
自
主
防
災
組

織
を
育
成
す
る
た
め
の
避
難

活
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
強

化
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

組
織
率
は
89
・
９
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

要
援
護
者
支
援
体
制
に
つ

い
て
は
、
21
年
度
に
災
害
時

等
要
援
護
者
支
援
制
度
を
発

足
さ
せ
、
地
域
で
要
援
護
者

１
人
に
対
し
て
２
人
の
支
援

員
を
つ
け
て
い
る
。

　

防
災
情
報
の
伝
達
手
段
と

し
て
、
受
信
端
末
に
ラ
ジ
オ

が
使
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
を
24
年
７
月
に
開
局
し
、

受
信
用
ラ
ジ
オ
を
全
世
帯
に

配
付
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

水
俣
市
は
、
15
年
に
発
生

し
た
土
石
流
災
害
で
死
者
19

人
と
い
う
大
き
な
被
害
に
見

舞
わ
れ
た
経
験
か
ら
、
災
害

当
時
の
初
動
体
制
や
情
報
収

集
体
制
の
問
題
点
を
検
証

し
、
防
災
計
画
の
大
幅
な
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
の
実
情
に
沿
っ
た

　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
を

◆
総
務
常
任
委
員
会
◆

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

は
、
学
校
の
現
状
と
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
福
岡
県

嘉
麻
市
、
熊
本
県
上
天
草
市

で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

嘉
麻
市
で
は
、
児
童
数
の

著
し
い
減
少
に
よ
り
、
合
併

前
に
小
学
校
６
校
を
１
校
に

統
合
す
る
と
い
う
方
向
性
が

定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
合
併

適
正
な
教
育
環
境
に
必
要
な

　

児
童
生
徒
数
の
的
確
な
判
断
を

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
◆

活かせ提言

閉会中の
所管事務調査

南九州市の
道筋を求めて

活かせ提言

土石流災害復興現場での調査（水俣市）
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後
、
地
域
住
民
の
理
解
が
な

け
れ
ば
統
廃
合
は
進
め
ら
れ

な
い
と
い
う
方
針
の
も
と

に
、
無
作
為
に
抽
出
し
た

１
、０
０
０
人
と
、
小
学
校

の
保
護
者
に
対
し
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

保
護
者
の
意
見
と
し
て
、「
小

規
模
校
に
よ
る
き
め
細
か
な

教
育
に
十
分
に
満
足
し
て
い

る
」
と
い
う
統
合
に
は
消
極

的
な
父
親
か
ら
の
意
見
に
対

し
、
母
親
か
ら
は
、「
将
来

の
進
学
を
考
え
て
、
よ
り
大

き
な
社
会
集
団
で
学
習
で
き

る
こ
と
を
望
む
」
と
い
う
意

見
が
多
数
を
占
め
た
。

　

上
天
草
市
で
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
９

年
間
で
、
17
校
の
小
学
校
を

６
校
へ
、
９
校
の
中
学
校
を

４
校
に
統
廃
合
す
る
計
画
と

し
て
お
り
、
現
在
、
小
学
校

が
11
校
、
中
学
校
が
８
校
と

統
合
が
進
ん
で
い
る
。

　

な
お
、
計
画
の
説
明
に
当

た
っ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
の
改
善
を
大
前
提

と
捉
え
、
ま
ず
、
保
護
者
に

対
し
将
来
の
学
校
の
小
規
模

化
の
実
態
に
つ
い
て
説
明

し
、
そ
の
後
、
保
護
者
の
意

向
も
併
せ
て
地
域
へ
の
説
明

を
行
い
、
単
に
学
校
が
無
く

な
る
こ
と
に
よ
る
、
地
域
活

力
の
衰
退
へ
の
議
論
と
な
ら

な
い
よ
う
に
進
め
て
い
る
。

－

提
　
言

－

⑴　

学
校
の
規
模
適
正
化
基

本
計
画
等
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
、
将
来
の
児
童
生
徒
数

の
減
少
だ
け
を
理
由
と
せ

ず
、
小
規
模
校
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
適
正
な
教
育

環
境
に
必
要
な
１
ク
ラ
ス
当

た
り
の
児
童
生
徒
数
を
的
確

に
判
断
す
る
こ
と
。

⑵　

再
編
統
合
計
画
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
は
、
保
護
者

や
地
域
住
民
の
意
見
を
広
く

求
め
、
統
合
す
る
こ
と
へ
の

不
安
や
反
対
の
声
に
対
し
て

は
、
丁
寧
に
対
応
し
、
十
分

な
情
報
提
供
、
説
明
を
行
う

こ
と
。

⑶　

学
校
は
、
子
ど
も
の
教

育
の
ほ
か
、
防
災
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

統
合
さ
れ
た
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て
は
、
行
政
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

は
、
農
業
経
営
の
実
態
と
今

後
の
方
策
に
つ
い
て
、
福
岡

県
糸
島
市
と
宮
崎
県
都
城
市

で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

糸
島
市
は
、
都
市
近
郊
型

農
業
を
展
開
し
て
お
り
、
食

育
を
含
め
地
産
地
消
を
推
進

し
、
糸
島
市
で
生
産
さ
れ
る

全
て
の
農
畜
産
物
を
糸
島
ブ

ラ
ン
ド
と
し
、
新
鮮
で
美
味

し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
定
着

の
た
め
に
情
報
発
信
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
九
州
大
学
と
連
携

し
て
お
り
、
大
学
は
各
研
究

分
野
の
最
先
端
の
技
術
や
知

識
な
ど
を
い
ち
早
く
提
供

し
、
糸
島
市
は
農
地
等
を
研

究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
６
次

産
業
化
へ
の
研
究
開
発
や
事

業
化
へ
の
支
援
な
ど
を
実
施

し
、「
産
・
学
・
官
の
連
携
」

や
「
農
・
商
・
工
の
連
携
」

に
よ
る
新
た
な
農
業
展
開
が

図
ら
れ
て
い
る
。

　

都
城
市
は
、
多
数
の
農
業

関
連
企
業
が
立
地
さ
れ
て
い

る
が
、
流
通
コ
ス
ト
が
か
か

ら
ず
、
安
定
し
た
契
約
単
価

で
購
入
す
る
た
め
、
農
家
の

経
営
安
定
と
生
産
意
欲
が
増

加
し
、
規
模
拡
大
に
繋
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
農
業
者
以

外
の
雇
用
機
会
の
拡
大
も
図

ら
れ
て
い
る
。

　

過
去
５
年
間
の
新
規
就
農

者
は
94
名
で
、
内
、
新
規
参

入
者
は
15
名
と
な
っ
て
い
る

が
、
地
域
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
や
地
域
担
い
手
総
合
支

援
協
議
会
を
設
置
し
、
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
担
い

手
の
育
成
・
支
援
、
農
地
集

積
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

－

提
　
言

－

⑴　

担
い
手
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
、
意
欲
と
能
力
の
あ

る
農
業
経
営
者
を
育
成
・
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
経
営
改
善

に
向
け
、
所
得
向
上
に
繋
が

る
農
業
方
策
を
見
い
だ
し
、

指
導
・
普
及
に
努
め
る
な
ど

の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

⑵　

地
域
の
実
情
に
見
合
っ

た
農
畜
産
物
関
連
企
業
の
誘

致
は
、
地
産
地
消
と
農
家
の

生
産
意
欲
を
増
大
さ
せ
、
ま

た
、
新
た
な
雇
用
の
確
保
に

も
繋
が
る
こ
と
か
ら
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
。

⑶　

産
学
官
及
び
農
商
工
の

連
携
を
図
り
、
農
畜
産
物
の

高
付
加
価
値
化
・
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
る
た
め
の
新
た
な
方

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
新

商
品
の
開
発
や
地
元
食
材
を

使
っ
た
料
理
の

普
及
に
努
め
る

こ
と
。
ま
た
、

お
茶
や
さ
つ
ま

い
も
な
ど
の
銘

柄
統
一
の
実
現

に
向
け
た
課
題

解
決
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組

む
こ
と
。

⑷　

地
元
の
新

鮮
な
野
菜
等
を

地
元
で
提
供
す

る
こ
と
は
消
費

者
と
の
交
流
を

深
め
、
多
面
的

に
農
業
を
理
解
し
て
も
ら
う

機
会
と
な
り
、
さ
ら
に
は
生

産
者
の
生
き
が
い
に
も
繋
が

る
こ
と
か
ら
、
農
産
物
直
売

所
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図

る
こ
と
。
な
お
、
市
内
全
域

の
農
家
が
参
入
で
き
る
よ
う

規
模
拡
大
を
含
め
検
討
し
て

い
く
こ
と
。

⑸　

農
業
者
、
農
業
委
員

会
、
農
協
、
県
な
ど
の
関
係

機
関
に
よ
る
協
議
会
等
を
設

置
し
、
農
業
経
営
の
実
態
を

十
分
把
握
す
る
と
と
も
に
十

分
な
協
議
を
行
い
、
本
市
農

業
の
振
興
策
を
示
す
こ
と
。農畜産物直売所（糸島市）

農
業
の
実
態
を
把
握
し
、

経
営
力
向
上
の
た
め
の
振
興
策
を

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会
◆




